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〈イベント報告〉 

オンライン講座 第 5 回 

横山義志会員 

西洋演技論史講義 第 1 回 「『西洋演技論史』とは何か」 

2023 年 2 月 1 日(水) Zoom 配信 

 

横山 義志 

 

 

コロナ禍が始まってから、『西洋演技論史序説～歌と踊りのない演劇はなぜ生まれたのか～（仮）』とい

う本を書き進めています。私は二十数年前から、いわゆるリアリズム的演技の起源について考えてきまし

た。そのうちに、歌と踊りを排除したジャンルが生まれたことが奇妙なことに思えてきました。そして演

劇祭のプログラムを組むという仕事のなかで、そのような形式が「演劇（théâtre, theatre, Theater...）」の

基本的なモデルとなってしまったことが、世界化した舞台芸術界において問題を含んでいることにも気づ

かされました。これまで主に「演劇」という枠組みで仕事をしてきて、よかったことはたくさんあります

が、違和感を感じたことも少なくありません。それがどれくらい西洋の「演劇」なるものの歴史に起因し

ているのか。「西洋後」を考えるためには、こういった枠組みの成り立ちをきちんと問い直しておく必要

があります。 

第 1 回ではまず、アジアの作品を「演劇祭」でプログラムすることがなぜ難しいのか、という今自分が

直面している問題から話を始め、私たちがいかに「人間が人間を人間的に表象する」という西洋近代演技

論のイデオロギーに囚われているかを確認していきました。（「人間的に」ということがなぜ歌と踊りの排

除を意味するようになったのかについては、第 2 回以降にお話ししていくことになります。） 

そして、具体的に歴史を見ていく前段階の作業として、演劇や演技に関する語彙の意味や用法を日本語

と英語・ドイツ語・仏語・スペイン語・イタリア語・ラテン語・ギリシア語を比較しながら分析していき

ました。この作業を通じて、「演じる」という動詞の用法にはパフォーマンス全体を目的語とする「芝居

を演じる」型と、そのなかでの役割を目的語とする「役を演じる」型があり、前者が職業人としての

comédien（「俳優」）、後者はアマチュアも含む出演者一般としての acteur（「役者」）に対応していること

を見ていきました。この二つのちがいや、「演じる」を意味するさまざまな動詞の原義（jouer「遊ぶ」

等々）が、第 2 回以降に歴史を遡っていく際の重要な手がかりになっていくはずです。 

私はフランスでアジア人として演劇史を学ぶなかで、théâtre という枠組みの窮屈さを感じてきました。

それによって実現されたすばらしい作品にもたくさん出会ってきましたが、アジアをはじめ、ヨーロッパ
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以外で育ったアーティストがより世界的に活躍できるようにするためには、この枠組みを問い直す必要が

あると考えています。そのためには、「西洋」というフィクションにもとづくフランス／古代ローマ／古

代ギリシアという「演劇史」を、普遍的なものとしてでも「進歩」の過程としてでもなく、その極めてロ

ーカルな事情とともに捉えなおす作業が必要になります。 

西洋演技論史といいながら、第 2 回以降はフランスの話が主になりそうですが、日仏演劇協会だからこ

そ納得していただける部分もあるのではと思います。数人でも聞いていただける方がいらしたらと思って

やってみたのですが、今回は録画を含め 100 人以上の方に聞いていただけて、ちょっと驚きました。これ

からの世界をつくっていくために「西洋」とは何だったのかを見つめなおす作業が、今いよいよ必要にな

っているのかもしれません。今年中に第 2 回、第 3 回も実施できればと考えています。 

 

（日仏演劇協会実行委員、SPAC-静岡県舞台芸術センター文芸部、東京芸術祭国際事業ディレクター、 

学習院大学非常勤講師） 

  


